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【MPS法による連続体シミュレータの

開発】 

 

 流体や弾性体といった連続体を多

くの粒子の集まりと考え, 圧力や密

度といった物理量を各粒子に付随し

た重み関数を用いたモデルで計算す

る粒子法を使うと, 連続体の大変形

をリアルにシミュレーションできま

す。連続体の初期の形状や境界条件

を GUIで簡単に設定でき, なおか

つ,3次元のシミュレーションも高速

で行えるシミュレータの開発を目指

しています。 

 

【フラクタルによる自然造形

物の描写】 

 

 様々な結晶, 雲,リアス式

海岸,樹木といった自然の造

形物の形状は, 全体と相似

な形をした微小部分によっ

て構成されるとするフラク

タル幾何学によって説明さ

れる。複数のフラクタル図形

の発生法とレンダリングテ

クニックを使って, これら

の造形物をコンピュータに

自動描画させるソフトを開

発しています。 

 

【非可換幾何学と超対称性】 

 

 

 90年代に, Connes らは,非可換幾

何学を用いて, 素粒子の標準模型

と ,そのゲージ相互作用および

Higgs 場, さらには,重力場まで, 

統一的に記述する形式を発表して

フィールズ賞を受賞しましたが, 

free parameter の多さやヒエラル

キー問題といった,標準理論の持つ

問題が残されています。 超対称な

模型にこの手法を拡張することで, 

これらの問題の解決を目指してい

ます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「情報処理技術者試験講座」基本情報処理技術者試験受験者向けの演習講座 

「初めての簡単プログラミング」 初心者むけの言語スクラッチによる小中学生向けのプログラミング

教室 

─94─


